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＜連絡事項＞
・昨日、工藤　蓉子様のアツシ様が面会の際にチョコレートケーキを持ってきています。Aユニットで面会の対応する際、差し入れの確認を徹底して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・宮崎　榮子様～治験の同意書にサイン頂いています。書類は治験スタッフへ渡しています。
・渡部　節子様～主治医不在の為、田名部Drよりカリーユニ点眼薬処方頂いています。
・佐々木　鶴蔵様～歩行不安定であり、転倒リスク高い為、田名部Drより腰ベルト着用可の指示頂いています。
・黒沢　キミ様～本日14：30～15：30、南陽館へ見学しています。ケア会議の日程を8月5、6日のどちらかで調整です。
・佐藤　ミツ子様～本日、有料老人ホーム「南部の里　あっぷる園」に入所の為退院しています。
・清水　進様～抗生剤8/6昼まで処方あり。
・類家　健様～葛根湯、オラドールトローチを主治医不在の為、田名部Drより月曜日昼食後まで指示頂いています。
・工藤　蓉子様～食事摂取量少ないことを主治医不在の為、田名部Drへ報告し、本日から月曜日まで点滴1本追加処方あります。16：55体温39.4℃あり。馬渡Drへ報告し、発熱時継続指示アンヒバ坐薬挿肛指示あります。
・小舘　アツ子様～咽頭痛訴えあり、主治医不在の為、田名部Drよりオラドールトローチ処方となります。
・荒屋敷　ゆみ様～血便が観察された際にご家族様が市民病院への他科受診希望があります。引き続き観察してください。
＜要注目患者様＞
・矢崎　清三様～頻脈がみられていますが他バイタルサインの異常はありません。食事は朝昼共に1/2摂取されています。食事中にゲップが見られています。
・小舘　アツ子様～過干渉なく過ごされています。血圧高値が見られていますが状態変化ないです。
・内田　勇三様～奥様が面会中に本人様ではないとの事で眼鏡を2つ預かっています。名前が記入していない為、他スタッフに確認していきます。

・柳町　由雄様～夜間睡眠時に数秒間無呼吸が見られています。

・宮崎　榮子様～「トイレットペーパーの使い方が分からない」等確認行為が頻回に聞かれています。治験のサインを本日ご家族様から頂いています。
・工藤　蓉子様～バイタルサインの異常はありません。痰鳴が頻回にあり吸引を実施しています。多量の白色痰が引けています。午前中は不穏や泣き声が見られています。食事摂取量は拒食、薬はとかして服用出来ています。
・小笠原　芳朗様～多動さなく過ごされています。ホールにて傾眠が見られています。
・坂本　光雄様～立ち歩きが見られているとの事でしたが、本日午前はありません。引き続き観察していきます。
・荒屋敷　ゆみ様～本日は血便ありません。引き続き観察していきます。
・上野　正志様～午前中は徘徊が見られています。ベット上の布団を盗る、ベット柵を外す、車椅子を叩く、食事中に他者のエプリッチを盗る等の問題行動が見られています。13時不眠・不穏時の継続指示を服用しています。

・佐々木　鶴蔵様～本日9時、自力でトイレに行き、ベッドに戻ってくる際に前方に倒れ込む体勢で転倒しています。右前額部に発赤、左第4趾、右前腕内側に表皮剥離があります。バイタルサインの異常はありません。主治医不在の為、田名部Drへ転倒した件報し経過観察の指示があります。
＜田中Dr診察＞
・工藤　蓉子様～左背部に雑音がわずかに聞かれるが、現在肺炎の所見はないとの事です。
・高嶋　鉄男様～肺雑音はないとのこと。口腔ケアを継続していくようにとの事です。
・菅井　浩子様～唾液が多量にみられており、口腔ケアによる口内刺激をするよう指示あり。水飲みテストでは、連続して飲水することでむせ込みみられている為、1口食べるごとに発語を意識させるように、との事です。
・矢崎　清三様～8/8退院にむけてサービス調整等行っている事報告。ゲップがでる原因として、食事の際に空気も一緒に飲み込んでいる為にでているとのこと。腹満に関しても、ガスが溜まっている為離床する等して腸蠕動運動を促すように、との事です。
＜田名部Dr診察＞
・大澤　廣子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・濱登　せつ子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・高嶋　鉄男様～抑肝散1×朝食後追加、他同内容で7日分処方。
・石黒　理一郎様～臨時薬同内容で7日分処方。退院時処方は後日処方予定。
・瀧又　富造様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小笠原　芳郎様～臨時薬同内容で7日分処方。
・松村　博美様～臨時薬同内容で7日分処方。夕方から易怒的になる事主治医へ情報提供していますが、増薬したばかりなので、様子見とのこと。
・中居　伊佐男様～臨時薬同内容で6日分処方。以後定期へ。
＜転入患者様＞
下村　慶子様(66歳)女性
　担当医：深澤Dr
　入院年月日：令和元年5月16日(2回目)　医療保護入院
　主病名：症状性精神病
　身体合併症：不眠症、統合失調症、神経症、栄養失調、便秘症、高血圧症、逆流性食道炎、経口摂取困難、慢性疼痛、てんかん、排尿困難、湿疹、結膜炎
　精神症状:過敏性亢進、不眠、体感異常
　問題行動：頻回なスタッフコール
　処遇制限：なし
　退院計画：未定
　現在の処置：なし
　食事：全介助 経管栄養CZ-Hi (2-2-2)、白湯 (100-100-100)
　義歯：無
　排泄：全介助（最終排便　7月29日）
　清潔：全介助（最終入浴　7月30日）
　睡眠：不眠
　LTセット：Bプラン　オムツ①
　備考： 
・前回入院：H30.11.13～H31.3.18

・前回入院時より顔面の慢性的な疼痛の訴えあり。食事拒否ある為経管栄養行っていた。

・H31年1月上旬より嘔吐や便秘などの消化器症状あり。採血結果より腫瘍マーカー高値で、家族から精査希望あるためH31.3.18日赤病院へ転院の為当院退院となる。八戸赤十字病院へ。転院後ECTを施行したが、顔面の疼痛や過敏性の亢進、被害妄想は改善しなかったとのこと。転院後は腫瘍マーカーも正常値、検査施行するも異常所見なし。食事拒否は続いており経管栄養は継続。現時点では他の治療法も無く長期の療養と精神科治療の継続目的にて当院へ転院依頼あり。

しかし、4/28発熱あり誤嚥性肺炎の診断の為に点滴療法開始。転院は延期となっていた発熱や呼吸器症状改善し、八戸赤十字病院での治療は終了、精神科治療継続の為、R1.5.16 11:36東病棟合併症室へ入院となる。

再入院後も、頻回なスタッフコール（顔面痛や経管栄養の滴下スピード）等の訴えあり
不眠訴え時頓服使用していた。スタッフへの依存的傾向は変わらない。

※緊急時：日赤病院へ搬送希望
担当：新山NS

